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（岩手・宮城内陸地震）

被災建物の状況確認
　　　　（東北防衛局技術職員） 感謝のメッセージ 自衛隊の救出活動

（菖蒲田浜：宮城県）

　宮城県七ヶ浜町の菖蒲田浜は、小豆浜から眺望岬までの
湾曲した長い砂浜です。
　明治 21年に海水浴場として東北で初めて開設した歴史の
ある海水浴場です。



東北のかなめ（第４号）

　

平
成
20
年
６
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時
43

分
頃
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２

の
強
い
地
震
が
発
生
。

　

こ
の
地
震
で
岩
手
県

奥
州
市
、
宮
城
県
栗
原

市
で
震
度
６
強
、
岩

手
、
宮
城
、
秋
田
の
三

県
で
も
震
度
５
強
以
上

を
観
測
し
ま
し
た
。
栗

駒
山
付
近
で
大
規
模
な

山
崩
れ
や
地
滑
り
、
土

石
流
が
発
生
し
、
国
道

に
架
か
る
大
き
な
橋
も
崩
落
。
家
屋
の
破
損

４
０
０
棟
以
上
、
死
者
12
人
、
行
方
不
明
者

10
人
、
負
傷
者
約
３
５
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

自
衛
隊
は
、
地
震
発
生
と
同
時
に
陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
隊
の
第
６
師
団
（
神
町
）
、

第
９
師
団
（
青
森
）
、
海
上
自
衛
隊
の
第
２

航
空
群
（
八
戸
）
、
航
空
自
衛
隊
の
松
島
・

秋
田
救
難
隊
等
が
被
害
状
況
等
の
情
報
収
集

を
開
始
。
10
時
50
分
に
岩
手
県
、
11
時
に
宮

東
北
防
衛
局
の
技
術
支
援

　

東
北
防
衛
局
は
、
６
月
14
日
の
地
震
発
生

直
後
か
ら
担
当
職
員
が
出
勤
し
、
当
局
の
全

職
員
の
安
否
、
防
衛
施
設
や
建
設
工
事
中
の

建
物
等
の
被
害
状
況
の
確
認
作
業
を
実
施
。

ま
た
、
東
北
方
面
総
監
部
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
状
況
等
に
係
る
情
報
収
集
等

を
行
う
と
共
に
、
災
害
派
遣
活
動
に
係
る
当

局
へ
の
支
援
等
要
望
の
調
整
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

6
月
17
日
、
当
局
は
、
栗
原
市
に
設
置
さ

れ
た
第
6
師
団
前
方
指
揮
所
等
に
河
村
総
務

部
長
、
堀
部
防
衛
補
佐
官
他
3
名
の
職
員
を

派
遣
。
被
災
状
況
の
確
認
と
派
遣
部
隊
と
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
し
た
が
、
今
後
、
事
態
の
推
移
に

よ
っ
て
は
専
門
的
・
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

岩手・宮城内陸地震
━　自衛隊災害派遣と東北防衛局の技術支援　━

　

6
月
14
日
（
土
）
8
時
43
分
頃
、
岩
手
県
内
陸
南
部
に
お
い
て
Ｍ
７
・
２
の
強

い
地
震
が
発
生
。
岩
手
県
奥
州
市
や
宮
城
県
栗
原
市
で
は
震
度
6
強
を
観
測
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
住
民
等
の
救
出
活
動
等
の
た
め
自
衛
隊
の

災
害
派
遣
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
防
衛
局
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

自
衛
隊
の
救
出
作
業
等
へ
の
技
術
的
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

△　部隊から被災状況の確認

△　荒砥沢ダム北側の崩落

△　祭畤大橋の崩落

△　被災した旅館（駒の湯温泉）

△　懸命な救出活動（行者の滝）

△　孤立した被災者の救出

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
等
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東北のかなめ（第４号）

緊急掲載： 岩手・宮城内陸地震
━　自衛隊災害派遣と東北防衛局の技術支援　━

城
県
か
ら
災
害
派
遣

要
請
を
受
け
、
道
路

が
寸
断
さ
れ
進
出
が

困
難
な
状
況
の
中
、

各
部
隊
が
被
災
現
場

に
急
行
し
、
二
次
災

害
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
の
懸
命
な
行

方
不
明
者
の
捜
索
、

航
空
機
に
よ
る
孤
立

し
た
被
災
者
の
救
出

等
人
命
救
助
、
リ
モ
コ
ン
付
施
設
器
材
を
使

用
し
た
道
路
啓
開
等
の
災
害
派
遣
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
給
水
、
給
食
及
び

入
浴
等
の
生
活
支
援
活

動
を
展
開
し
、
被
災
し

た
家
屋
や
各
地
区
毎
の

避
難
所
で
の
不
自
由
な

生
活
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

　

そ
の
よ
う
な
中
、
６
月
22
日
、
宮
城
県
知

事
か
ら
の
行
方
不
明
者
捜
索
の
終
了
要
請
を

受
け
自
衛
隊
の
捜
索
活
動
は
終
了
し
ま
し
た

た
が
、
引
き
続
き
、
給
水
、
入
浴
及
び
医
療

等
の
生
活
支
援
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
は
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
29
日
現
在
、
派
遣
規
模
は
累
計
で
人

員
約
２
万
人
、
車
両
等
約
６
、
０
０
０
両
、

航
空
機
約
４
０
０
機
、
民
生
支
援
給
水
約

４
５
０
ｔ
、
給
食
約
８
、
５
０
０
食
、
入
浴

約
４
、
７
０
０
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
6
月
20
日
、
自
衛
隊
の

人
命
救
助
及
び
復
旧
作
業
に
対
し
て
技
術
面

で
の
支
援
及
び
助
言
を
行
う
た
め
、
局
内
に

「
東
北
防
衛
局
技
術
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
、
同
日
か
ら
土
木
、
建
築
の
技
術
職
員
4

名
を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

当
該
「
技
術
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ
る
支
援

活
動
に
つ
い
て
は
、
23
日
ま
で
の
四
日
間
で

延
べ
20
名
の
技
術
職
員
を
派
遣
し
て
、
常
時

技
術
面
の
助
言
を
提
供
で
き
る
態
勢
を
構
築

し
、
被
災
建

物
の
解
体
方

法
（
屋
根
の

撤
去
等
）
な

ど
に
つ
い
て

技
術
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を

実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

△　撤去作業等の打ち合わせ

▽　部隊からの被災状況説明

△　入浴支援活動

　　　　　△　小型ドーザーのヘリ輸送

△　給水支援活動

△　地元住民から感謝の言葉

△　被災建物からの救出活動（駒の湯温泉）
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東北のかなめ（第４号）

横須賀地方隊ホームページ　http://www.mod.go.jp/msdf/yokosuka/

横須賀地方隊の艦艇が

　　　　　　　　仙台塩釜港・石巻港に来るよ！

　

６
月
20
日
正
午
頃
、
東
北
防
衛
局
の
技
術
支

援
要
員
は
、
第
６
師
団
の
前
方
指
揮
所
に
到
着

後
直
ぐ
、
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

「
駒
の
湯
温
泉
」
の
捜
索
現
場
に
向
か
い
ま
し

た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
降
り
、
長
い
坂
道
を
下

り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
目
の
前
に
土
石
流
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
広
大
な
平
場
、
そ
の
左
隅
に
壊

れ
た
建
物
の
姿
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
て
、
思

わ
ず
息
を
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
場
指
揮
官
か
ら
被
災
の
状
況
説
明
を
受
け

被
災
建
物
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
地
震
の
猛
威

の
前
に
唖
然
と
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
被
災
建
物
の
周
囲
で
は
、
敷
板
で
足

元
を
確
保
し
な
が
ら
、
必
死
に
バ
ケ
ツ
で
ぬ
か

る
ん
だ
土
砂
を
す
く
い
出
し
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
を
懸
命
に
行
う
自
衛
隊
員
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
場
か
ら
前
方
指
揮
所
に
戻
る
と
、
更
な
る

捜
索
手
法
と
し
て
、
屋
根
撤
去
、
排
水
管
布
設
、

重
機
投
入
等
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
我
々
技
術
支
援
要
員
の
出
番
で
す
。

自
衛
隊
側
か
ら
作
業
計
画
の
概
要
・
意
図
を
聴

き
、
そ
れ
に
対
す
る
技
術
的
な
観
点
か
ら
助
言

等
を
行
い
、
相
互
に
安
全
で
確
実
な
作
業
手
順

及
び
留
意
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

翌
日
早
朝
、
現
地
指
揮
官
は
撤
去
作
業
等
を

実
施
に
移
行
。小
雨
が
降
る
生
憎
の
天
候
の
中
、

自
衛
隊
員
の
必
死
の
活
動
が
続
け
ら
れ
、
22
日

の
夕
方
に
は
、
無
事
に
撤
去
作
業
等
が
終
了
し

ま
し
た
。

  　　

今
回
、
自
衛
隊
の
災
害
救
助
活
動
へ
の
技
術

支
援
に
参
加
し
て
、
東
北
防
衛
局
と
し
て
も
日

頃
の
業
務
で
培
っ
た
専
門
知
識
等
が
、
緊
迫
す

る
災
害
の
現
場
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
か
ら
万
が
一
の
事
態

を
想
定
し
た
、
組
織
力
と
し
て
の
専
門
知
識
に

応
じ
た
貢
献
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

 
 

最
後
に
、
こ
の
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の

方
々
の
早
期
救
出
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
被

災
地
の
早
期

復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申

し

上

げ

ま

す
。

（荒船土木課長）

　８月９日（土）、１０日（日）の二日間、仙台塩釜港と石巻港で、横須賀地方隊の艦艇による展示訓練が行われます。

　詳しいお問い合わせは、海上自衛隊横須賀地方総監部広報係（０４６－８２２－３５００、内線２２０８）に

お尋ねください。

　なお、上記のポスターを横須賀地方隊ＨＰ又は東北防衛局ＨＰに掲載しています。ご覧ください。

　

東北防衛局ホームページ　http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/

△　被災状況の確認（駒の湯温泉）

技
術
支
援
要
員

　
　
　
　

（
土
木
課
長
）
談
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東北のかなめ（第４号）

　

東
北
防
衛
局
は
、
昨
年
９
月
の
組
織
改
編

以
降
、
従
来
の
防
衛
施
設
行
政
や
装
備
本
部

地
方
支
部
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
継
承
し

つ
つ
、
防
衛
省
の
地
方
支
分
部
局
と
し
て
防

衛
政
策
全
般
に
つ
い
て
、
地
元
の
皆
様
に
対

し
丁
寧
に
説
明
し
、
地
方
と
の
協
力
関
係
を

よ
り
一
層
強
化
す
る
等
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

  

こ
の
こ
と
か

ら
、
東
北
防

衛
局
の
職
員

が
「
防
衛
政
策
」

等
全
般
に
係
る

知
識
・
知
見
を
習
得
す
る
一
環
と
し
て
、
６

月
12
日
（
木
）、
防
衛
省
の
芹
澤
日
米
防
衛

協
力
課
長
を
お
招
き
し
て
、
当
局
職
員
等
に

対
し
て
「
日
本
の
防
衛
政
策
」
と
題
す
る
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  　

講
義
内
容
は
、「
基
本
的
防
衛
政
策
」、「
日

米
同
盟
」
及
び
「
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」

の
３
項
目
。

　

ま
ず
は
、「
基
本
的
防
衛
政
策
」
と
し
て
、

防
衛
政
策
の
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
①
国
防

の
基
本
方
針
、
②
日
本
国
憲
法
、
③
集
団
的

自
衛
権
に
関
す
る
概
説
の
後
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
る
「
日
米
同
盟
」
と
し
て
、
①
日
米

安
全
保
障
条
約
、
②
防
衛
計
画
の
大
綱
、
③

日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
の
観
点
か

ら
、
わ
が
国
の
防
衛
政
策
に
お
け
る
日
米

安
保
の
重
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
更
に
は
、
①
冷
戦
期
～
、
②
冷
戦
後
～
、

③2001.9.11

～
の
三
時
期
に
区
分
の
上
、

国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
日
米
同

盟
関
係
の
変
遷
を
日
本
側
視
点
と
米
側
視
点

を
通
し
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
と
し
て
①
在

日
米
軍
再
編
、②
在
日
米
軍
駐
留
経
費
負
担
、

③
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
と
、
よ
り
当
局
の
業
務
に

馴
染
み
の
あ
る
政
策
や
時
事
的
な
政
策
に
つ

い
て
、
理
想
と
現
実
の
狭
間
に
垣
間
見
え
る

問
題
点
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
話
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
、
参
加
職

員
か
ら
の
「
米
国
等
の
諸
外
国
と
交
渉
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
」、「
国
連
の
役
割
」、「
米
国

と
英
国
の
国
際
政
策
の
相
違
点
」
な
ど
の
質

問
に
対
し
、
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
丁
寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
約
二

時
間
の
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

東
北
防
衛
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
総

務
部
長
、
防
衛
補
佐
官
、
東
北
方
面
総
監
部

関
係
課
長
等
を
講
師
と
し
た
各
種
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
職
員
が
地
方
防
衛
局
の

一
員
と
し
て
防
衛
政
策
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な

「
職
員
研
修
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、
職
員

の
更
な
る
視
野
の
拡
大
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
当
局
の
職
員
一
人
一
人
が

（芹澤日米防衛協力課長）

　

昨
年
９
月
の
組
織
改
編
に
よ
り
防
衛
施
設

庁
が
廃
止
さ
れ
防
衛
省
と
統
合
、
「
仙
台
防

衛
施
設
局
」
か
ら
「
東
北
防
衛
局
」
と
な
っ

て
も
「
名
称
が
変
わ
っ
た
だ
け
。
」
と
い
う

思
い
が
捨
て
き
れ
ず
、
ま
た
、
地
方
局
勤
務

し
か
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
、
こ
う
い
っ

た
機
会
は
大
変
あ
り
が
た
い
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

当
局
に
お
い
て
は
各
種
の
研
修
が
行
わ
れ

聴
講
し
て
い
ま
す
が
、
講
義
の
内
容
も
毎

回
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
こ
う

い
っ
た
研
修
を
色
々

な
テ
ー
マ
で
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

防
衛
省
の
諸
政
策
、
各
自
衛
隊
の
役
割
、
任

務
や
組
織
等
を
理
解
し
た
上
で
、
業
務
に
お

い
て
地
元
の
皆
様
と
接
触
す
る
機
会
に
お
い

て
、
防
衛
政
策
に
係
る
話
題
の
提
供
や
説
明

を
行
え
る
よ
う
鋭
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

防
音
対
策
課　
　
　

橋
本
美
枝

職
員
研
修
の
実
施

研
修
の
感
想
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東北のかなめ（第４号）

特
集
：
米
軍
車
力
通
信
所
隊
長
（
ハ
ン
タ
ー
大
尉
）
の
交
代

　

今
回
は
、
6
月
24
日
付
け
で
転
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
初
代
隊
長
ハ
ン

タ
ー
大
尉
に
、
車
力
で
の
勤
務
等
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

━　

ハ
ン
タ
ー
大
尉
へ

　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

━

〇
こ
の
度
の
任
務
終
了
の
ご
感
想
は

　　

車
力
通
信
所
で
の
任
務
を
離
れ
る
に

当
た
り
、
私
は
誇
り
に
満
ち
た
気
持
で

一
杯
で
す
。

　

私
の
チ
ー
ム
は
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
を

ゼ
ロ
か
ら
起
ち
上
げ
、
地
域
社
会
の
一

員
と
な
る
べ
く
懸
命
に
働
い
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
車
力
で
の
生
活
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
住
ん
だ
ど
ん
な
場

所
に
お
い
て
も
、
こ
れ
程

ま
で
に
安
全
を
感
じ
、
そ

し
て
平
和
と
静
け
さ
を
経

験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
達
を
友
好
的
に
受
け

入
れ
て
下
さ
り
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

〇
地
元
住
民
と
の
交
流
等
は
ど
う
で
し

た
か

　

地
域
社
会
と
の
交
流
は
楽
し
い
も
の

で
し
た
。

　

一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
も
参

加
す
る
こ
と
が
難
し
い
種
々
の
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
に
、
私
達
は
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

近
隣
の

方
々
か
ら

私
達
に
向

け
ら
れ
た

友
情
の
大

き

さ

に
、

最
も
感
謝

し
て
お
り

ま
す
。

〇
後
任
者
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
こ
と

を
伝
え
ま
す
か

　　

ワ
イ
ジ
ン
グ
大
尉
、
そ
し
て
新
た
に

当
地
に
赴
任
す
る
全
て
の
ア
メ
リ
カ
人

に
対
す
る
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

安
全
に
か
つ
責
任
感
を
持
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
限
り
、
地
元
の
方
々
と
楽

し
み
を
分
か
ち
合
え
な
い
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
広

大
な
基
地
の
よ
う
に
地
元
社
会
か
ら
分

断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
で
の
生
活

を
十
分
に
経
験
す
る
貴
重
な
機
会
が
得

ら
れ
る
は
ず
で
す
。

Ｘバンドレーダー（米軍車力通信所に配備）

　

ハ
ン
タ
ー
大
尉
の
経
歴

　

平
成
18
年
6
月
の
車
力
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
の
責
任
者
、そ
し
て
、

同
年
9
月
に
米
軍
車
力
通
信
所
が
創
設
さ
れ

た
と
き
の
初
代
隊
長
。

　　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー

　

Ｘ
バ
ン
ド
の
周
波
数
帯
を
活
用
し
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
す
る
可
能
性
が
高
い
空
域

を
監
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
テ
ナ
・
ユ

ニ
ッ
ト
及
び
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ユ
ニ
ッ
ト
等
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

後任者（ワイジング大尉）

初代隊長（ハンター大尉）
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東北のかなめ（第４号）

　

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
係
る

連
絡
会
が
、
平
成
20
年
６
月
13
日
、
つ

が
る
市
車
力
支
所
の
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
連
絡
会
は
、
国
、
米
軍
、
関
係
自

治
体
、
地
域
町
内
会
代
表
、
関
係
機
関

の
協
力
の
下
に
、
日
米
の
良
好
な
関
係

の
形
成
・
維
持
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
同
レ
ー
ダ
ー
が
車
力
通
信
所

に
配
備
さ
れ
た
平
成
18
年
6
月
に
第
１

回
目
を
開
催
し
て
以
来
、
今
回
で
９
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
連
絡
会
に
お
い
て
は
、

米
側
か
ら
車
力
通
信
所
の
工
事
進
捗
状

━　

つ
が
る
連
絡
会
の
開
催　

━

況
等
の
情
報
提
供
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

日
本
側
か
ら
は
交
通
事
故
防
止
等
に
つ

い
て
の
要
望
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
相

互
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
連
絡
会
に
お
い
て
は
、
米
側

か
ら
車
力
通
信
所
の
隊
長
が
６
月
24
日

を
も
っ
て
交
代
す
る
こ
と
か
ら
、
現
隊

長
の
ハ
ン
タ
ー
大
尉
と
次
期
隊
長
の
ワ

イ
ジ
ン
グ
大
尉
、
さ
ら
に
は
、
横
田
基

地
の
対
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
部
長
の
タ
ウ

ン
大
佐
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
タ
ー
大
尉
は
、
通
信
所
の
任
務

終
了
に
当
た
り
、「
誇
り
に
満
ち
た
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
私
た
ち
を
友
好
的
に

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。」

と
関
係
者
に
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈

　

酒
井
東
北
防
衛
局
長
は
、
平
成
20
年
6
月

18
日
、
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地
の
講
堂

に
お
い
て
、
米
軍
車
力
通
信
所
の
隊
長
ハ
ン

タ
ー
大
尉
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
カ
パ

ニ
ェ
ル
砲
兵
学
校
の
教
官
に
転
任
す
る
こ
と

か
ら
、
通
信
所
初
代
隊
長
と
し
て
地
元
自
治

体
や
住
民
と
の
良
好
な
関
係
の
形
成
に
尽
力

し
、
通
信
所
の
安
定
使
用
に
寄
与
し
た
同
大

尉
の
功
績
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
第
21
高
射
隊
長
太
田
２
佐

と
第
22
高
射
隊
長
泉
谷
３
佐
も
立
会
さ
れ
ま

し
た
。

指
揮
権
交
代
式

　

平
成
20
年
６
月
24
日
、
米
軍
車
力
通
信
所
の

指
揮
権
交
代
式
が
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地

で
行
わ
れ
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
ー
大
尉
に

代
わ
り
、
デ
ィ
ビ
ッ
ト
・
ワ
イ
ジ
ン
グ
大
尉
が

隊
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
車
力
分
屯
基
地
の
体

育
館
で
行
わ
れ
た
交
代
式
に
は
、
米
軍
、
自
衛

隊
、
そ
れ
に
福
島
つ
が
る
市
長
ら
地
元
関
係
者

の
合
わ
せ
て
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ジ
ン
グ
大
尉
は
、
米
オ
ハ
イ
オ
州
出
身

で
コ
ロ
ラ
ド
州
の
宇
宙
ミ
サ
イ
ル
防
衛
集
団
副

部
長
か
ら
の
転
任
で
「
前
任
者
が
築
い
た
地
域

と
の
関
係

を
、
こ
れ

か
ら
も
継

続
し
て
い

き
た
い
」

と
抱
負
を

語
っ
て
い

ま
す
。
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東北のかなめ（第４号）

  調達部は、主に自衛隊や在日米軍が使用するための

防衛施設の建設や、米軍再編等関係工事や提供施設の

管理・緩衝地帯の整備等工事を行っています。また、

これらの施設を要求期日までに、機能的及び経済的に

完成することを任務としています。

　さて、今回は、昨年 9月の組織改編により調達部の

中で唯一名称が変わった「調達計画課」を紹介します。

　調達部は、「防衛」の任に従事する使用者の要望に沿った施設の建設を任務としています。
　そのため、当該施設の設計・建設に当たって、使用者の立場に立った十分な調整と要望を最大限考慮した設計が不
可欠です。さらに、工事を円滑に進めるため、安全面及び運用面に関する部隊との綿密な調整が重要となります。
　今後とも、調達部の職員は一丸となってこれらの業務に取り組んで参ります。

調達部ってこんなとこ！

　調達計画課は、当局の発注する建設工事の予算

の調整やユーザーのニーズの調整、発注計画の作

成など幅の広い仕事を行っています。また、工事

の実務を担当する建築課、土木課及び設備課の取りまとめ役でもあります。

　課長以下 11 名と決して人数は多くありませんが、実務経験豊かで工事現場はもちろんのこと、国の予算や契約制

度にも精通した「一騎当千」の技術者の集合です。一般的な施設とは異なるところの多い「国を守るための施設」

の工事のプロフェッショナルとして日夜仕事に励んでいます。

調達計画課とは

━　調達計画課長から　━

　今年 4月から計画調整第２係長をしています。

　現在、現地ヒアリングにおいて各部隊等ユー

ザーの要望等を伺っていますが、技術的な課題を

含め調整等の大変さを実感しています。

　しかし、これを乗り越え、ユーザーの要望に適うような施設の建設を

目指し頑張っていきます。
（部隊からのヒアリングの様子）

━　計画調整係長から　━

調達部長

調達計画課長 建築課
１４人

土木課
１１人

設備課
１７人

統括工事監督官

調達部次長

課長補佐 課長補佐

総務係長

企画係長

計画調整１係長

計画調整２係長

計画調整３係長

総務係員

技術専門官 工事調整専門官

調達部の組織と現員

調達部

（植木係長）

（本田課長）

対外調整
（計画通知書等）

住民説明等

工事実施計画書の申請

工事等発注計画の作成

（建設工事に係る総合調整）

調達計画課の業務内容
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東北のかなめ（第４号）

━　

若
手
職
員
か
ら　
　
　
　
　
　

　
　

所
属
す
る
部
署
を
紹
介　

━

　

周
辺
環
境
整
備
課
で
勤
務
し
て
い
る
柴
田

で
す
。

　

当
課
で
は
、
演
習
場
や
飛
行
場
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
障
害
を
防
止
・
軽
減
又
は
緩
和
す
る
た
め
、

地
方
自
治
体
が
行
う
河
川
や
防
砂
施
設
、
道

路
、
農
業
用
施
設
や
消
防
施
設
な
ど
様
々
な

施
設
の
整
備
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
、
ま
た
、
防
衛
施
設
の
設
置
、
運
用
等
に

よ
り
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
指

企
画
部
周
辺
環
境
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

祐
輔

定
さ
れ
た
「
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
」

に
対
し
て
は
、
公
共
用
施
設
の
整
備
に
使
用

で
き
る
交
付
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
道
路
係
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
地
方
自
治
体
の
行
う
道
路
改
修
等
事
業

に
対
し
て
補
助
金
等
を
交
付
す
る
た
め
の
一

連
の
事
務
手
続
き
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
事

業
内
容
の
審
査
で
は
、
土
木
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
も
必
要
と
な
る
た
め
、
上
司
の
指

導
を
仰
ぎ
つ
つ
日
々
勉
強
と
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。
補
助
金
等
の
事
務
手
続
き
は
自
治

体
の
方
々
に
と
っ
て
難
解
な
点
も
多
く
、
少

し
で
も
円
滑
な
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

親
切
な
説
明
を
心
が
け
、
資
料
等
の
充
実
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
も
自
分
が
成
長
で
き
る
機
会
だ
と
思
っ

て
、
日
々
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

備

考

十
三
市
町
村

実
施
計
画
額

一
、
三
一
五

一
、
〇
六
二

一
二
三

一
三
〇

二
、
二
二
一

六
八
二

一
、
五
三
八

九
二
八

九
一
八

一
〇

一
、
〇
三
三

一
五
二

九
四
四

四
五
三

七
、
〇
四
六

件

数
十八一一

二
、
〇
八
九

十
五

二
、
〇
七
四

十
九

十
七二

十
五二

十
三二

二
、
一
五
〇

事

項

障

害

防

止

事

業

（
一

般
）

（
工

事

費
）

（
共

同

受

信
）

騒

音

防

止

事

業

（
一

般
）

（
住

宅

防

音
）

民

生

安

定

助

成

事

業

（
一

般
）

（
防

音
）

道

路

改

修

等

事

業

周

辺

整

備

統

合

事

業

周

辺

整

備

調

整

交

付

金

移
転
措
置
事
業
（
先
地
整
備
）

合

計

　

今
回
は
、
上
述
の
防
衛
施
設
周
辺
対
策
補

助
金
等
実
施
計
画
に
関
連
し
て
、
周
辺
環
境

整
備
課
の
若
手
職
員
の
登
場
で
す
。

　

東
北
防
衛
局
に
お
け
る
平
成
20
年
度
防
衛

施
設
周
辺
対
策
事
業
の
実
施
計
画
は
、
第
一

次
分
と
し
て
、
約
七
十
億
四
千
六
百
万
円
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
費
別
の
実
施
計
画
額
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。

（
単
位
：
百
万
円
）

１　各項目の金額は、十万円未満を切り捨てとしている。
２　計数は単位未満を切り捨てで整理しているため符合しない。

平
成
20
年
度
防
衛
施
設
周
辺
対
策
補

助
金
等
実
施
計
画

職
場
を
紹
介
し
ま
す（会議に参加している様子）

（道路改修事業の現場）
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東北のかなめ（第４号）

　「大湊地方隊と地元むつ商工会議所が一体となった催しを楽しむ市民の方々の様

子は、さすが基地の町＝むつ市ならでは」、「住民等との良好な関係の構築と継続、

その地道な努力が信頼関係の重要な要素であると改めて実感しました。」

━　若手職員の感想　━

・局総務課職員（松村）：

・三沢防衛事務所職員（橋本）：

　「隊員の家族の方も参加していたようで、父親、母親の自衛官としての凛々しい

姿を子供に披露する良いきっかけ」、「地元住民と自衛隊がお互いに良好な関係を築

いていると感じました。」　

　海上自衛隊大湊地方隊は、津軽海峡と宗谷海峡を挟む日本海側、太平洋側ともに青森県以北の我が国周辺海
域を担当区域として、防衛、警備及び災害派遣、各種救難活動を主な任務としています。
　また、大湊地方隊は、大湊地方総監部（むつ市）、第 45 掃海隊（函館）及び第１ミサイル艇隊（余市）等
により編成されています。

　大湊地方総監部は、独自に製作する

ラジオ番組「海上自衛隊アワー」（Ｆ

Ｍむつ）として、海上自衛隊員の特

技から趣味等や業務内容等のバラエ

ティーに富んだ内容を紹介していま

す。

　北洋館は、大日本帝国海軍大湊要港部

の水交社（海軍士官の社交場）として大

正５年に完成、外装に釜臥山の石材を用

いた洋風建築物です。昭和 54 年には日

本建築学会から大正・昭和期の名建築の

一つとして選ばれています。

海上自衛隊大湊地方隊

（護衛艦「ちくま」から望む釜臥山）

（艦艇公開）

（体験航海）

（多くの人出で賑わう水源池公園）

　6月 7日（土）、海上自衛隊大湊地方隊が主催する「ちびっ子・ヤング大会」

及びむつ商工会議所主催の「大湊海軍祭」が同時開催されました。このイベ

ントを東北防衛局の若手職員 2名が突撃取材。

　「ちびっ子・ヤング大会」の会場である大湊基地では、護衛艦「ちくま」

の体験航海や護衛艦「はまぎり」の艦艇公開が行われ、また、水源池公園の

大湊海軍祭の会場では大湊音楽隊などによる演奏会、名物「海軍カレー」の

販売、各種ゲームコーナーが用意されるなど、子供や家族など約３，０００

人を超える市民が訪れました。

海
上
自
衛
隊
・
大
湊
地
方
隊

━　

「
ち
び
っ
子
・
ヤ
ン
グ
大
会
」
等　

━

（ピクルス・パセリと記念写真）
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東北のかなめ（第４号）

　「東北のかなめ」第４号は、6月 14 日に発生した「岩手・宮城内陸地震」（自衛隊災害派遣と東北防衛局

の技術支援）を緊急掲載。また、「米軍車力通信所隊長ハンター大尉の交代」、新たに「調達部ってこんなとこ」

（調達計画課）、「防衛セミナー開催（秋田）」のお知らせ等を取り上げました。

　今後とも、東北管内における自衛隊や米軍の関連記事等を通して、身近な「防衛」についてご紹介していきます。

　なお、広報編集委員一同、今般の地震によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げるとともに、早期の復興

を心よりお祈り申し上げます。

　仙台市中心部から東に車で三十分程走ると、陸上自衛隊多賀城駐屯地のある多賀城市の隣に七ヶ浜町がある。七ヶ浜町の菖
蒲田海岸から表浜の方角に望むと、その先に松林に囲まれた避暑地、『高山外国人避暑地』がある。
　この外国人避暑地は、地図にも載っておらずあまり知られていないが、外国人の間では「山の軽井沢、湖の野尻湖、海の高
山」と日本三大外国人避暑地の一つと称され、今もなお豊かな自然と静けさが続いている。
　沿革を調べてみると、明治 21 年（1888 年）、第二高等学校（現東北大学）の英語教授だったハーレル博士が狩猟の際にこ
の地を発見、次いで東北学院第二代院長のシュネーダー博士が好適の避暑地として在仙外国人を勧誘し、翌年に 7 棟の別荘を
建築したのが始まりという。明治 40 年に当時の七ヶ浜村と別荘の持ち主である外国人との間で『999 年間の地上権設定』が
結ばれ、その後、住民が増えるにつれ土地が追加され、現在では 46 棟の別荘が建っている。
　管理人の坂本利夫さんは、「祖父、父、私と三代にわたり管理をやってきました。来日する人は、最初は学校の教師や宣教

師等だったようですが、その後、戦前においては、各国の在日大使館員等が多かったようで
す。近年は一般の欧米人、特に北欧人が多いですね。」と、当地の様子を語ってくれた。
  昔は通信及び交通も不便だったので、母国を離れ、各地に散らばって生活をしている宣教
師等の外国人にとって、年一回当地に集まって交流を深める重要な場所であったようである。

東
北
の
寄
り
道

高山外国人避暑地

　ところで、七ヶ浜町は、その名前の由来が湊浜・松ヶ浜・菖蒲田浜・花渕浜・吉田浜・代ヶ
崎浜・東宮浜の七つの浜をもつ集落があったことからも分かるとおり、三方を海に囲まれ多
くの自然が残る風光明媚な町である。
　その浜の一つ湊浜緑地公園の隣に「御殿崎」がある。かつては鴻ヶ崎、松ヶ浦島、江観台
とも呼ばれた小さな岬である。この「松ヶ浦島」の地名は、平安時代、京の都まで知られ、
多くの大宮人や歌人が和歌の歌詞に詠み、清少納言が「枕草子」に「島は浮島、八十島、水島、
松ヶ浦島・・・」と記すなど憧れの景勝地であったようだ。また、仙台藩主・伊達政宗公も
当地の景勝を愛し、避暑地として仮御殿を設けたことから、「御殿崎」と呼ばれるようになっ
たという。そして現在、高山外国人避暑地から歩いて十分ほどのところの海辺には、毎年夏
には涼を求めて海水浴客などが訪れる。
　平安の昔から伊達政宗公の時代、更には明治時代そして今と、当地のすばらしい景観を愛

し豊かな自然に親しむ人々の心は、いつの時代でも、また、国籍は違っても変わらない。高山外国人避暑地の地上権が消滅す
る九百年後も、自然を慈しみ平和で国際交流の豊かな時代が続いていることを願っている。

（御殿崎）

（大正時代の別荘の様子）

（企画部施設取得課結城係長からの寄稿）

編集後記

11



東北のかなめ（第４号）

開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

平成 20 年 8 月 3 日（日）
　　　　　　　～ 6日（水）

秋田駐屯地夏祭り 秋田駐屯地
秋田駐屯地広報室
　０１８－８４５－０１２５　（内線：２０８）

平成 20 年 8 月 6 日（水） 八戸駐屯地納涼盆踊り 八戸駐屯地
八戸駐屯地司令業務室
　０１７８－２８－３１１１　（内線：３８０７）

平成 20 年 8 月 9 日（土）　 福島駐屯地夏祭り 福島駐屯地
福島駐屯地広報室
　０２４－５９３－１２１２　（内線：２０４）

平成 20 年 8 月 21 日（木） 青森駐屯地盆踊り大会 青森駐屯地
青森駐屯地司令職務室
　０１７－７８１－０１６１　（内線：３７０）

平成 20 年 8 月 22 日（金）
　　　　　　 ～ 24 日（日）

展示訓練 石狩湾
海上自衛隊大湊地方総監部広報係
　０１７５－２４－１１１１　（内線：２３０４）

平成 20 年 8 月 24 日（日） 第５４回松島基地航空祭 松島基地
第 4航空団監理部広報班
　０２２５－８２－２１１１　（内線：２１１）

平成 20 年 8 月 29 日（金） 北部航空音楽隊演奏会
つがる市役所前
（松の館）

つがる市役所総務課
　０７１３－５６－２１１１

平成 20 年 9 月 6 日（土） 八戸航空基地祭 八戸航空基地内
海上自衛隊第２航空群広報室
　０１７８－２８－３０１１　（内線：３２１１）

平成 20 年 9 月 7 日（日） 第４０回三沢基地航空祭 三沢基地
第３航空団監理部広報班
　０１７６－５３－４１２１　（内線：３２１１）

平成 20 年 9 月 14 日（日） 秋田駐屯地５６周年記念行事 秋田駐屯地
秋田駐屯地広報室
　０１８－８４５－０１２５　（内線：２０８）

平成 20 年 9 月 27 日（土） 音楽フェスティバル 仙台サンプラザホール
東北方面総監部広報室
　０２２－２３１－１１１１　（内線２６６８）

平成 20 年 9 月 27 日（土） 市民とのふれあいコンサート 下北文化会館
海上自衛隊大湊地方総監部広報係
　０１７５－２４－１１１１　（内線：２３０４）

平成 20 年 9 月 28 日（日） 東北方面隊創隊 48 周年記念行事 霞目駐屯地
東北方面総監部広報室
　０２２－２３１－１１１１　（内線２６６８）

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は次のとおりです。　是非、見に来てください。

テーマ
国際社会における日本の役割

～国際平和協力活動による平和への貢献～

開催日
平成２０年８月２５日（月）

開催日開催日
平成２０年８月２５日（月）平成２０年８月２５日（月）

■17:30開場・受付開始
■18:00開演
■20:00頃終了予定

■Ｊ Ｒ秋田駅西口より 徒歩３ 分
秋田自動車道秋田中央Ｉ Ｃ より １ ０ 分

■参加無料
■先着順です。 定員（ ３ ０ ０ 名） になり 次第締め切ら

させていただきますので、 ご了承下さい。
■事前の申し込みは必要あり ません。

お問い合わせ先： 防衛省東北防衛局 企画部 地方調整課
宮城県仙台市宮城野区五輪１ －３ －１ ５
℡０２２－２９７－８２１２

講 師：東北防衛局 総務部長 河村 延樹
講話者：陸上自衛隊東北方面航空隊長 １等陸佐 斎藤 剛
講 師：東北防衛局 総務部長 河村 延樹
講話者：陸上自衛隊東北方面航空隊長 １等陸佐 斎藤 剛

場所
秋田ビューホテル （４階 飛翔の間）
秋田県秋田市中通２－６－１

場所場所
秋田ビューホテル秋田ビューホテル （４階（４階 飛翔の間）飛翔の間）
秋田県秋田市中通２－６－１秋田県秋田市中通２－６－１

━　東北の自衛隊の広報行事　━

　詳しい開催内容については、地方調整課（℡ ０２２－２９７

－８２１２）にお尋ねください。また、左のポスターを東北防
衛局ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

イベント情報

防衛問題セミナー開催

　「防衛」について身近に考えてみませんか！

　東北防衛局では、平成２０年８月２５日（月）の１８

時から秋田市において、「国際社会における日本の役割」

（国際平和協力活動による平和への貢献）と題して防衛

問題セミナーを開催します。

　講師等は東北防衛局総務部長、陸上自衛隊東北方面航

空隊長です。多くの方のご来場をお待ちしています。

━　国際平和協力活動　━

- Information -

８月９日、１０日の二日間、横須賀地方隊が仙台港・石巻港で展示訓練を行います。（４ページをご覧ください。）

東北防衛局ホームページ　http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/

12


